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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
４

０
回

 

行
仙
宿
並

行
仙
宿
並

行
仙
宿
並

行
仙
宿
並
び
に

び
に

び
に

び
に
持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
・・ ・・
平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
のの のの
巡
回
整
備

巡
回
整
備

巡
回
整
備

巡
回
整
備
 

 

◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

０
８

月
１

１
日

( 金
; 山

の
日

) 
 

曇
り

時
々

薄
日

 

◇
参

加
者

 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
；； ；；
川
島

 
功

、
児

嶋
道

夫
、
生

熊
敏

男
、
中

川
冶

平
、
畑

林
秀

味
、

畑
林

清
子

、
大

江
徳

子
、
竹

中
卓

治
、
高

階
美

根
子

。 
９

名
。

 

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
・・ ・・
平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
；； ；；
沖

﨑
吉

信
、

橋
本

 
梓

、
乾

 
克

己
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
名

。
 

 
 
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
のの のの
巡
回
整
備

巡
回
整
備

巡
回
整
備

巡
回
整
備
 

児
嶋

さ
ん

は
、

先
日

登
山

口
の

杉
丸

太
を

持
帰

り
、

チ
ェ

ン
ソ

ー
製

材
し

 

た
板

で
ベ

ン
チ

を
製

作
し

、
登

山
口

に
設

置
す

る
た

め
ト

ラ
ッ

ク
で

行
く

。
 

 
新

宮
組

( 川
島

・
畑

林
・

児
嶋

車
；

７
名

) が
登

山
口

に
着

く
と

、
海

山
・

 

尾
鷲

組
の

２
名

は
、

既
に

到
着

し
登

る
身

支
度

中
。

 

 
児

嶋
車

か
ら

ベ
ン

チ
を

車
転

回
地

へ
降

ろ
す

。
 

 
モ

ノ
レ

ー
ル

を
降

ろ
し

て
来

て
、

荷
を

積
み

生
熊

・
中

川
氏

は
終

点
へ

、
 

荷
を

降
ろ

し
無

人
で

登
山

口
に

戻
す

。
児

嶋
さ

ん
は

、
モ

ノ
レ

ー
ル

の
デ

ィ
 

ー
ゼ

ル
エ

ン
ジ

ン
の

オ
イ

ル
交

換
を

し
て

下
さ

る
の

で
、
児

嶋
さ

ん
を

残
し

 

空
身

で
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

ま
で

登
る

、
風

が
無

く
暑

く
て

汗
が

吹
き

出
る

。
 

 
行

仙
宿

に
９

時
半

頃
に

到
着

、
気

温
２

５
℃

。
風

が
あ

る
と

涼
し

い
。

 

 
女

性
陣

で
行

者
堂

内
の

清
掃

と
お

盆
菓

子
の

お
供

え
と

シ
キ

ビ
の

取
替

 

え
。

又
、

ト
イ

レ
清

掃
も

担
当

し
て

頂
く

。
 

男
性

陣
は

、
９

月
１

日
に

東
大

生
と

そ
の

関
係

者
の

体
験

学
習

の
一

環
と

 

し
て

、
薪

割
り

体
験

を
し

て
頂

く
た

め
に

、
間

伐
丸

太
を

チ
ェ

ン
ソ

ー
で

小
 

切
り

運
搬

す
る

作
業

を
す

る
。
南

端
の

丸
太

置
場

に
て

、
大

の
チ

ェ
ン

ソ
ー

 

で
生

熊
さ

ん
小

切
っ

て
下

さ
る

。
 

 
川

島
は

、
チ

ェ
ン

ソ
ー

混
合

油
を

調
整

し
て

い
る

と
、
小

の
チ

ェ
ン

ソ
ー

 

を
使

っ
た

竹
中

氏
は

、
切

れ
が

悪
い

と
の

こ
と

か
ら

、
刃

を
交

換
す

る
も

新
 

品
が

無
く

、
丸

ヤ
ス

リ
で

目
立

て
を

試
み

る
が

、
や

は
り

切
れ

が
悪

く
、
大

 

チ
ェ

ン
ソ

ー
１

台
で

の
作

業
と

な
る

。
 

 
 

 

 
 

児
嶋

氏
製

作
ベ

ン
チ

 
 

丸
太

切
断

の
準

備
 

 
玄

関
ポ

ー
チ

柱
に

防
腐

剤
塗

布
 

  
エ

ン
ジ

ン
オ

イ
ル

を
交

換
し

て
下

さ
っ

た
児

嶋
さ

ん
が

行
仙

宿
に

着
き

、
 

玄
関

ポ
ー

チ
柱

等
に

防
腐

剤
を
塗
布

し
て

下
さ

る
。

 

 
大
勢

が
参

加
し

て
下

さ
り

、
手
分
け

し
て

作
業

し
た

の
で
早

く
作

業
が

終
 

わ
る

。
毛
布

を
干

し
た

か
っ

た
が

、
生
憎

の
天
候

で
次

回
に

行
い

た
い

。
 

 
 

１
１

時
過
ぎ

か
ら
昼
食

と
な

る
。
中

川
さ

ん
か

ら
差

し
入

れ
の
ハ
ウ

ス
み

 

か
ん

は
、
冷

え
て

い
て
甘

く
て

美
味

し
い

。
 

 
児

嶋
さ

ん
が
コ

ー
ヒ

ー
を
煎

れ
て

下
さ

り
、

ス
イ

ー
ト

ポ
ス

ト
、
ケ

ー
キ

 

の
差

し
入

れ
も

あ
り

、
く
つ

ろ
い

で
雑
談

す
る

。
濡

れ
た
衣
服

の
蒸
発
熱

も
 

あ
り
快
適

な
気

温
状
態

で
あ

り
、

下
界

で
は

暑
い
だ

ろ
う

と
・

・
・

・
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

昼
食

・
雑

談
で

く
つ

ろ
ぐ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ス

ズ
メ

バ
チ

の
巣
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昼
食
後

、
鳥

海
山

の
ト

レ
ー
ニ

ン
グ

と
台

風
５
号

に
よ

る
風
倒
木

の
確
認

 

を
兼
ね

て
、

行
仙
岳
ピ

ス
ト

ン
へ

竹
中

・
高

階
・

畑
林

清
の
３

名
が

行
く

。
 

 
川

島
は

、
換

気
の
塩

ビ
排
煙
突

の
留

め
金

が
腐
食

し
て
外

れ
て

い
る

の
で

、
 

止
め

金
で
固
定

す
る
為

、
行

仙
宿

の
玄

関
小
屋

根
に
梯

子
を

立
掛
け

て
、
止

 

め
金

を
あ

て
る

と
短

い
。

児
嶋

さ
ん

か
ら
針

金
で
固
定

し
て

は
と
被
覆
針

金
 

を
資

材
倉
庫

か
ら

持
っ

て
来

て
、
梯

子
を

登
っ

て
来

る
と
「
痛

い
！
」
ア
ブ

 

で
な

い
蜂

に
刺

さ
れ

た
様
だ

と
の
事

。
先
刻
居

な
か

っ
た

の
に

、
川

島
の
足

 

元
に

は
ス
ズ
メ
バ

チ
が

４
～

５
匹
飛
び
廻

っ
て

い
る

。
 

 
刺
激

を
し

な
い
よ
う

に
ス
ロ

ー
に

体
を
動

か
し

て
、
何

と
か
梯

子
か

ら
下

 

に
降

り
る

こ
と

が
出

来
た

。
 

逆
光

で
見
難

い
が

、
大

江
徳
ち
ゃ

ん
が

大
き

な
巣

が
あ

り
、
蜂

が
出
入

り
 

し
て

い
る

の
が

、
見

え
る

と
の

こ
と

。
 

 
 
昨
秋

、
管
理
棟

の
ス
ズ
メ
バ

チ
の
巣

を
駆
除

す
る
際

に
使

っ
た

、
ハ

チ
ジ

 

ェ
ッ

ト
１

本
を
管
理
棟

か
ら

持
っ

て
来

た
が

、
大

き
い
巣

( 径
１

５
㎝
強

) な
 

の
で
駆
除

剤
が
足

り
な

い
の

で
、
次

回
に
処
理

す
る

し
か

な
い

。
 

 
大

江
徳
ち
ゃ

ん
が

、
沖

﨑
さ

ん
に
電
話

す
る

と
。

平
治

宿
に
居

た
沖
崎

氏
 

と
偶
然

に
通
話

出
来

、
明

日
梶

野
氏

が
行

仙
宿

に
行

く
の

で
、
蜂

の
巣

の
事

 

を
連
絡

す
る

、
程

な
く

持
経

宿
に

戻
る

と
の
返
答

が
あ

っ
た

と
の
事

。
 

 

児
嶋

さ
ん

は
、
左
頬

を
刺

さ
れ

た
が

、
日

本
蜜
蜂

を
飼

っ
て

い
て

、
刺

さ
 

れ
て

も
大
丈

夫
な

の
で

、
大

し
た

こ
と

な
い
だ

ろ
う

と
の
談

。
 

 

 
 

 

 
 

作
業

を
終

え
登

山
口

に
て

本
日

の
作

業
参

加
者
 

 
児

嶋
さ

ん
は

、
モ

ノ
レ

ー
ル
座
椅

子
に

防
腐

剤
を
塗

る
と

先
行

下
山

。
 

１
３

時
過
ぎ

に
行

仙
岳

登
頂

の
３

人
が

戻
り

、
戸
締

り
を
確
認

し
て

行
仙

 

宿
を
発
つ

。
登

山
口

に
着

く
と

、
児

嶋
喫
茶

の
ト

ラ
ッ

ク
が
準
備

中
で

、
ゆ

 

っ
く

り
休
憩

し
て

、
１

４
時
過
ぎ

に
登

山
口

で
解
散

し
た

。
 

帰
路

、
国

道
1
6
8
号
線

の
相
賀

の
片
側

交
互
通

行
規
制

地
点

で
、
お

盆
で

 

帰
省

の
車

が
渋
滞

し
て

、
通
過

に
約

２
０
分
待

っ
た

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

新
宮
7
:
0
0
→
8
:
3
0
登

山
口
8
:
4
0
→
9
:
2
5
行

仙
宿
→

作
業
→
1
1
:
1
0
昼
食

 

1
2
:
0
0
→

行
仙
岳
往
復

・
作

業
→
1
3
:
0
0
行

仙
宿
1
3
:
0
5
→
1
3
:
4
0
登

山
口

 

1
4
:
0
5
(
解
散
)
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
川

島
)
 

  
 

 
 
持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
・・ ・・
平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
のの のの
巡
回
整
備

巡
回
整
備

巡
回
整
備

巡
回
整
備
 

    
お

盆
を
前
に

盆
菓

子
等

お
供

え
の
為

、
行

仙
宿

組
と

持
経

宿
組

に
分

か
れ

 

出
向

く
、
我

々
４

人
組

( 沖
﨑
・
橋

本
・
乾
・
梶

野
) は

、
持
経

宿
・
平

治
宿

 

を
担

当
し

た
。

 

    
お

供
え

品
の

取
替

え
だ
け

で
は

、
時

間
も

か
か

ら
な

い
し

平
治

宿
巡
視

を
 

加
え

て
も

、
ま
だ
余
祐

が
あ

る
の

で
持
経

宿
・
不
動

堂
左
側

に
積

み
上
げ

デ
 

ポ
し

て
い

る
砂

・
バ

ラ
ス

、
薪

の
移
管

作
業

も
プ

ラ
ス

し
た

。
 

    
こ

の
移
動
は

、
以
前

か
ら
木

下
棟
梁

か
ら

小
屋

や
お

堂
の
建
物
横

に
い

ろ
 

い
ろ

と
積
上
げ

る
の

は
、
風

が
通

ら
な

い
し
湿

気
も

あ
っ

て
良

く
な

い
と
指

 

摘
さ

れ
て

い
た
為

で
あ

る
。

 

 
当

日
、
池
原

ス
ポ

ー
ツ
公
園

で
８

時
半
前

に
集

合
し

、
沖

﨑
車

１
台

に
分

 

乗
し

出
発

す
る

。
 

 
池
郷

林
道

の
走

行
に
つ

い
て

、
二

日
前

に
奈
良
森

林
管
理
事
務
所

・
下
北

 

山
事
務
所

の
高
木
弘
康

氏
か

ら
電
話

で
「

８
月

７
日
通
過

し
た

台
風

５
号

の
 

影
響

で
持
経

宿
ま

で
通

行
可
能

な
れ
ど

、
落
石

が
多

く
通

行
に

は
十
分
注
意

 

し
て

下
さ

い
」

と
連
絡

を
い

た
だ

い
た

。
 

林
道

に
入

り
４
～

５
分

の
２
～
３

年
前

に
工
事

中
の

場
所

で
重
機

が
動

か

ず
、
後

か
ら
皆

で
押

し
た
事

が
あ

っ
た

が
、

こ
の
辺

り
で

作
業
員

ら
し

い
２
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人
が

山
肌

に
梯

子
を
掛
け

て
何

か
や

っ
て

い
る

。
車

を
止

め
聞

い
て

み
る

 

と
、
吹
付
け
工
事

を
や

る
為

の
調
査

で
、
工
事

は
ま
だ

ま
だ

先
に

な
る
だ

ろ
 

う
と

の
事
だ

っ
た

。
 

 
３

０
分
程
要

し
ゲ

ー
ト

ま
で

来
た

が
、
落
石

は
多

い
、
台

風
５
号

で
崩
土

 

も
あ

っ
た
様

で
重
機

の
入

っ
た
形
跡

が
あ

っ
た

。
 

 
ゲ

ー
ト

か
ら

先
も
相

当
水

が
流

れ
た
様

で
か

な
り
荒

れ
て

い
た

。
と

に
か

 

く
パ

ン
ク

し
な

い
様
ゆ

っ
く

り
走

行
で

一
時

間
近

く
か

か
っ

て
、
９

時
半
過

 

ぎ
に

持
経

宿
に

到
着

。
 

    
 

 
 

 

 
不

動
堂

横
の

砂
・

砂
利

移
動

 
 

不
動

堂
裏

に
移

管
 

 
 

 
 

砂
・

砂
利

の
移

管
完

了
 

  
早
速

４
人

で
砂

・
バ

ラ
ス

の
移
動

に
着
手

。
橋

本
・

沖
﨑

は
、
三
叉
路

に
 

戻
り
廃

材
を

ス
ト

ッ
ク

し
て

い
る
所

か
ら

、
ト
タ

ン
１
枚

の
持

帰
り

と
緩

み
 

が
き

て
い

る
ロ

ー
プ

を
締

め
直

し
た

。
 

 
 

 
 

沖
﨑

が
近
所

か
ら

頂
い

た
塩
化

ビ
ニ

ー
ル

製
一
斗
缶

１
１
個

に
移

し
替

え
、

お
堂
裏

に
移
管

す
る

作
業

に
約

１
時

間
か

か
っ

た
。

お
堂

の
横

は
ス

ッ
キ

リ
し

た
。

 

 
 

 
 

乾
さ

ん
導
師

で
般
若
心
経

を
唱

え
、
不
動

堂
に

盆
菓

子
を

お
供

え
し

た
。
 

 
 

 
 

１
１

時
前

か
ら

４
人

で
平

治
宿

に
向
う

、
途

中
千

年
檜
祠

へ
も

お
供

え

を
す

る
。
今
夏

は
、
不
安
定

な
天
候

で
夕

立
等

が
多

く
、

山
肌

に
湿

り
が

あ
る

の
で

、
大

き
な

キ
ノ
コ

が
あ
ち

こ
ち

に
生

え
て

い
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
年

檜
祠

お
供

え
替

え
 

ナ
ラ

巨
木

辺
り

で
小

休
止

 
 

大
き

な
キ

ノ
コ

だ
！
 

 
 

 
台

風
の
影
響

を
心
配

し
た

が
、
持
経

宿
～

平
治

宿
間

で
鋸

を
出

す
こ

と
無

 

く
、
異
常

は
な

か
っ

た
。

 

 
 

 
 

 
 

第
１

回
千

日
刈

峰
行

道
標

 
 

 
平

治
宿

で
昼

食
 

 
 

平
治

宿
水

場
・

流
れ

あ
り
 

 １
２

時
頃

に
平

治
宿

に
到

着
。
小
屋
周

り
と
室

内
及
び
水

場
を

点
検

( 良
く

 

流
れ

て
い

た
) 後

、
昼
食

に
す

る
。

 

昼
食

を
し

て
い

る
と

大
江

徳
ち
ゃ

ん
か

ら
携
帯
電
話

が
あ

り
、

行
仙

宿
玄

 

関
上

の
棟
屋

根
軒

下
に
蜂

の
巣

が
在

る
と

の
事

、
梶

野
氏

が
明

日
行

仙
宿

へ
 

行
く
用
事

が
あ

る
と
聞

い
て

い
た

の
で

、
梶

野
氏

に
蜂

の
巣
駆
除

を
お
願

い
 

し
た

。
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平

治
宿

下
山

前
に

奥
駈

道
道

標
に

て
 

 
 

 
 

中
又

尾
根

分
岐

ピ
ー

ク
 

 

平
治

宿
を

１
３

時
過
ぎ

に
出
発

し
、

１
４

時
過
ぎ

に
持
経

宿
に

戻
っ

た
。

 

 
 

 

 
行

仙
宿

へ
と

尾
根

を
下

る
 

持
経

宿
水

場
良

好
！

 
 

持
経

宿
・

下
山

前
 

 

小
休
止
後

、
持
経

宿
水

場
を

点
検

し
て

、
１

５
時
前

に
持
経

宿
か

ら
下

山
 

し
池
原
公
園

で
解
散

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 記
；

沖
﨑

、
写
真

；
乾

・
梶

野
)  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


